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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・松村　　勉様～壁の破損について、庶務から請求書が届く予定。本人より料金を受け取り、庶務へ支払う形となるので、医事Ｔを通す必要はありません。

・中村　　茂様～６／６（水）１０：００より、通所利用等についての面談を行う予定。三浦ＳＷが来所して決定していく事となり、通所からは木村さんが出席予定。

・五日市　規様～今後、デイケア見学は単独で来所する予定。出棟時や到着時、病棟へ戻る際に来た病棟との電話連絡を行う事としている。

・月報入力について、今月の業務内容と次月の業務予定を明確に入力する事。５月分より修正を行っている。

・経過連絡について、内容確認は各ペアで行う事とし、最終報告を上野ＳＧＭへする事。

・医療福祉学会について、６／１８（月）までに抄録の作成を行う事。

①大谷地、相内、小島、中村、川井

②柴田、木村、高森、佐々木

上記のグループで、研究テーマの決定を今週中に行う事とする。

・本日、藤村翔様の利用日などの話し合いを青山荘スタッフと行う予定。通所からは、佐々木さんが出席している。

＜利用者様情報＞

・平　　　京子様～血圧の低さを気にしている。現在、降圧剤を服用している為、継続したバイタル測定を行い、次回の外来受診時にバイタルの情報提供を行うため、身体不調の有無の確認、状態観察をする事。

・高柳　　和子様～足が痛いと訴え聞かれている。本人からは「紫色になっている」とあるが、事実確認出来ていないため、歩行状態の観察を含め事実確認をしていく。

・古館　　ヨリ様～金銭面について本人と確認をしている。現在、約８万円程貰っており、諸々の支払いの後で手元には３万円程が食費として残るとの事。内、１万５千円が自動販売機で使用しているとの事で、飲み物を購入する場合はスーパーで安く購入したり、ティーバッグを使用するなどして節約していく事を勧めている。

・青木　　紀子様～入浴の際、持って来ていた下着がなくなったと話す事がある。事実確認をすると、荷物として持ってきていたがロッカーには入りきらず横に置いていたとの事。青山荘へ戻り、自分の衣装ケースの確認をしたが、それでもないと話している。私物に関しては、ロッカーを使用し施錠して管理するよう説明をしている。本人からも、ロッカーに入る鞄に詰めて持ってくると話がある。

・八木橋　牧雄様～昨日、１５：２０にうみねこ幸房にて硬直間代性発作あり、フェノバール１Ａ筋注実施したと、外来より情報提供ある。頭痛訴えあり。発作時、転倒した際、左目瞼と左膝を打撲したとの事で内出血ある。同日１７：３８、ナイトケアにて硬直間代性発作。３分後に痙攣消失し、意識回復。当直医（田名部Ｄｒ）に報告し、アレビアチン１Ａ静注施行。体温３７．１℃、血圧１５２／１０５ｍｍＨｇ、脈拍８７回/分、頭痛は継続している。夕食は、ご飯２口とぶどう２粒摂取。テレビ鑑賞や他者と交流をして安静を保てずにいる。１９：４４に硬直間代性発作（３分後に消失）。体温３７．２℃、血圧１６７／１１１ｍｍＨｇ、脈拍９０回／分。当直医へ報告し入院の指示あり。病棟までの移動中、嘔気訴え、少量ずつの嘔吐見られている。２０：１５、身体症状観察のため東合併症室入院となっている。ナイトケアの登録はそのままとする。

・下町　サン子様～腰痛や身体不調あり、デイナイトケアを欠席している。本日、青風荘スタッフ付き添いで入浴へ来ている。腰痛は継続しているとの事だが、歩行は少しずつ出来ていると情報ある。身体不調は改善したとの事。

＜外来情報＞

・下妻　　康貴様～右腕に発疹が出来たとの事で、デルモゾールＧ軟膏を塗布していたが効かなかった為、市販薬を塗布していたと話している。主治医より、市販薬で効果があったのなら、使用を継続しても良いと許可ある。

・下口　　政子様～体重増加傾向にある為、減量するようにと説明を受けている。来所時の運動プログラムへの参加状況の観察や食事摂取状況の確認、間食の有無などの確認をしていく事とする。

